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概要

インターネット上における発言内容は，発言者が読み手を傷つけるつもりがなかったとしても誹謗中傷にあた

ることがあり，そのようなコメントによる苦悩から命を絶ってしまう人もいる。そうした被害者を出さないた

めに，人を不快させたり，苦しませたりするような言葉の一覧である誹謗中傷表現辞書をつくり，その中のも

のに一致したら，「不快にさせるメッセージが含まれています」などと表示し，書き手には書いた内容の意味を

確認させ，読み手には自分が不快になる恐れのある書き込み内容を読みたいかを確認させ，精神的な苦痛をな

くすシステムを提案する。

1 インターネットでの誹謗中傷

インターネット上では，誰でも簡単に好きな情報

を発信したり，得ることができるといったメリットが

あるが，デメリットもある。それは，匿名性が高く，

「他の人もしているから」という集団心理が働くこと

で攻撃性が高まるため，他人の気持ちを考えない自分

勝手な発言がしやすいことだ。さらに，そのような根

拠のないコメントを鵜呑みし，便乗して誹謗中傷をす

る人もいる。

そのせいで苦しむ被害者が年々増えていることが問

題となってる。また，読み手に嫌な思いをさせるつも

りがなく，知らない間に加害者になってしまっている

人もいる。

誹謗中傷を行ってしまう理由としては，嫉妬やス

トレスの解消，自分の弱い部分を隠したり，自分の強

さ，賢さ（優位性，正当性）を示すため，また，相手

がどのように反応するかをみてを楽しむためにして

いる人もいる。

2 誹謗中傷件数

平成 29年度の法務省の人権擁護機関の取り組み [1]

によると，インターネット上の人権侵害情報に関する

事件数が，2,217件（対前年比 16.1％増加）で，5年

連続して過去最高件数となっている。

2.1 SNSの例

• Twitter（ツイッター）

• Facebook（フェイスブック）

• LINE（ライン）

2.2 インターネットの書き込みの例

• YouTubeのコメント欄

• Yahoo!のコメント欄

• 電子掲示板（例: 5ちゃんねる）

3 研究内容

まず，SNSや電子掲示板上のテキストを対象とし，

関連研究にある SO-PMIという方法を用いて誹謗中

傷にあたる言葉・文章である可能性の度合いを表し

た「誹謗中傷度」を算出し，それに基づいて誹謗中傷

の言葉・文章の辞書（以降誹謗中傷表現辞書）を作成

する。

そして，誹謗中傷表現辞書に基づいて，誹謗中傷に

成り得る言葉が含まれていたら，書き手，読み手にそ

れぞれ「不快なメッセージが含まれいています」など

と警告し，書き手にはどういう意図で書いたのか，読

み手にはそれでもどういう内容か知りたいかを確認

させるようなシステムを作成する。



3.1 対象とする問題群

• 例えば，「死」という単語だけに反応してしまう
と「『死』について考えさせられた」や「あの

蜂に刺されると最悪死ぬんだよな」といった感

想や意見を誹謗中傷の表現があると誤認する恐

れがあるので，単語と単語の有害度・違法度を

抽出し，それを使用する。

• 単語と単語を合体させてできた造語であっても，
単語ごとに分け，どれかに誹謗中傷に成り得る

ものがあれば，それを作成するプログラムで判

断し，その造語を省く。また，誹謗中傷に成り

得るインターネットスラング（以降ネットスラ

ング）も辞書に入れる。

• 運動会の動画に対して「おでん食べたい」といっ
たようなと記事や動画とまったく関係ない発言

内容も省けるようにする。

3.2 単語の説明と例

以下は，ネットスラングの説明とその例，研究で収

集して対象にしようと考えている情報である。

3.2.1 インターネットスラング

インターネットで使用されるスラング（隠語，略

語，俗語）であり，インターネット利用者を中心に通

用する，チャットや電子掲示板，あるいは電子メール

でユーザー間の交流から生まれた言語表現である。

目で文章や文字を読むインターネットコミュニティ

の特性から，声に出して読むことはあまり想定されて

いないものがほとんどある。このような背景から原則

として文字言語の一種と解釈できるが，なかには口語

として一般に浸透し音声言語も存在する。

3.2.2 造語・ネットスラングの例

• 競馬鹿（「競馬」と「馬鹿」を合わせたもの）

• バ課金（「バカ」と「課金」を合わせたもの）

• タヒね（「死」の代わりに「タヒ」という文字
をあてている）

• マジキチ（マジでキチガイじみてるの略，本当
に気が狂っているという意味）

3.2.3 収集する情報

• Twitterの投稿内容

• 5ちゃんねるの書き込み内容

図 1: 提案手法

4 関連研究

• 石坂らの研究 [2]では，電子掲示板サイト”2ちゃ

んねる”の書き込みを入力文や学習データに使

用し，高いほど悪口単語である可能性が高いと

いう意味のみを持った，単語の「悪口度」を算

出して，悪口文/非悪口文の文分類していた。

• 池田らの研究 [3]では，違法性・有害性のある

単語だけではなく，文書も抽出していた。キー

ワードリストを生成した後，例えば，「爆破」と

有害性が低いのは「炭鉱」で，有害性が高いの

は「学校」ということがわかる。

• 大友らの研究 [4]では，Twitter上のテキストを

検証する情報として集め，TF-IDFという値で

単語の重要度を評価し，SO-PMIという方法で

いじめの表現と成り得るいじめ度を算出し，そ

れらに基づいていじめの表現と成り得る辞書を

作成した。そして，作成したいじめ表現辞書，

N グラム，Word2vec，Doc2vec を特徴量とし

て使用し，機械学習手法を選択し，ネットいじ

めの自動検出を試みていた。

5 目的

電子掲示板や SNSなどに導入できるような誰もが

気分を害さず，発言ができ，意見をきくことができる

システムを考案，構築する。

6 提案手法の概要

図 1は，提案手法の概要である。

6.1 誹謗中傷表現辞書の作り方

今回は，Googleの検索エンジンで「ネットスラン

グ」と調べ，その中で誹謗中傷に成り得る単語を情報



として CSVファイルに記録する。

6.2 作成したCSVファイル� �
"キモオタ","気持ち悪いオタク"

"香ばしい","頭おかしい","痛々しい"

"マジキチ","マジでキチガイじみてるからやめ

ろ，マジでキチガイじみてる"

"池沼","知的障害"

"沼","知的障害"

"ピザ","太っている"

"厨","中毒"

"自宅警備員","ひきこもり，ニート"

"ks","カス"

"LOL","（馬鹿にして）大声を出して笑う"

"lol","（馬鹿にして）大声を出して笑う"

"馬鹿","人を傷つける可能性のある言葉"

"カス","人を傷つける可能性のある言葉"

"死ね","人を傷つける可能性のある言葉"

"クソ","人を傷つける可能性のある言葉"� �
実際に CSVファイルを作成した。

各行を「[誹謗中傷に成り得る単語],[その意味]」と

している。

今後は，これに「組み合わせによって有害性が高く

なる・低くなる単語」なども加えていく。例えば「ク

ソ」であれば，「野郎（クソ野郎）」が有害性が高くな

る単語で，「可愛い（クソ可愛い）」が有害性が低くな

る単語である。また，単語の有害性が高いか低いかは

SO-PMI，AIC等を用いて数値化する。

6.3 SO-PMI

SO-PMI(Se-mantic Orientation Using Pointwise

Mutual Informa-tion) は，Wang and Araki が提案

した手法で，2つの基本単語を用意し，対象の単語が

その 2つのどちらと文書内で共起しやすいかを計る。

この手法を用いる理由としては，誹謗中傷に成り得る

単語同士は同一Webページ内において共起しやすい

という性質を持っていて，Web検索ヒット件数を使

用するためである。

6.4 AIC

AIC（赤池情報量規準）は，統計モデルの良さを評

価するための指標である。モデルの複雑さとデータと

の適合度との均衡を保つために使用される。多くの場

合，AIC最小のモデルを選択すれば，良いモデルが

選択できる。

6.5 誹謗中傷の確認をするプログラム

プログラミング言語Rubyの正規表現を使って，ユー

ザがインターネット上に書き込もうとしている，もし

くは SNSに投稿しようとしている文章の中に，作成

した CSVファイルの誹謗中傷表現辞書にある単語が

含まれていたら警告文と単語の意味を表示する。

7 まとめと課題

誹謗中傷辞書にあるネットスラングとマッチしたら，

その単語の意味，有害性を表示することができた。

しかし，今回はもともとインターネット上にあった

誹謗中傷に成り得る単語とその情報を CSVファイル

に入れただけで，単語の有害性や違法性は測らなかっ

たので，先行研究の SO-PMI，AICなどを用いてそ

れらを測ることや形態素解析を試し，誹謗中傷に成り

得る単語や文章を自動的に検出できるようにするこ

とが目標である。

また，ネットスラングの有害性を調べることは，造

語であったり，比喩表現であったりするため，先行研

究から SO-PMI，AICでは正確に測ることは困難で

あることがわかっている。そのため，検索エンジンで

「ネットスラング」と調べ，インターネットからその

情報を拾うしかなく，新しくネットスラング等が生み

出される度に，誹謗中傷表現辞書を更新しなければな

らず，手間がかかるため，克服するための何らかの手

段が必要になると考えている。
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